
【第１号報告】令和２年度事業報告について 

 

令和２年度事業報告 

 

１ 総会・専門部会の開催 

 （１）総 会 

      大分県医療ロボット・機器産業協議会の事業計画等を会員へ報告するた

め総会を Web で開催した。 

     ※医療関連産業促進 Web セミナーと同日開催 

     開催日：令和２年７月８日（水）１７：０５～１７：３０ 

     場 所：オンライン会場 

     参加者：会員参加者 約５０名 

 

 （２）看護関連機器開発部会 

「我慢させない看護」の実現に向けての看護関連機器開発促進を目的と

した、看護関連機器開発部会（部会長：大分県立看護科学大学 看護研究

交流センター 影山教授）及び関連事業については、新型コロナウイルス

感染症への対応等を踏まえて開催を中止した。 

 

 （３）介護・福祉関連機器開発部会 

東九州メディカルバレー構想の更なる推進に向け、県内の産学官が連携

した高齢者や障がい者の自立支援及び介護現場の生産性向上に貢献する

機器開発促進を目的とした、介護・福祉関連機器開発部会（部会長：大分

大学理工学部 今戸名誉教授）及び関連事業については、新型コロナウイ

ルス感染症への対応等を踏まえて開催を中止した。 
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２ 医療関連産業新規参入促進セミナー等 

 （１）医療関連産業参入促進セミナー 

       医療機器産業への新規参入事例や法規制に係る人材育成のため、九州ヘ

ルスケア産業推進協議会（ＨＡＭＩＱ）や大分大学等と連携し、医療産業

参入促進セミナーを開催した。 

 

●医療関連産業参入促進 Web セミナー 

   東九州メディカルバレー構想の取組、ものづくり企業と医療・介護・福祉

関係者との連携に関するセミナーを開催した。 

 日 時：令和２年７月８日（水）１４：００～１７：０５ 

  場 所：オンライン会場 

  参加者：３２０名 

  概 要： 

講演Ⅰ 産学官連携による医療機器産業の集積と地域活性化 

国立大学法人大分大学医学部附属臨床医工学センター 

 教授 穴井 博文 氏 

講演Ⅱ 経済産業省における今後の医療機器開発の方向性 

経済産業省 商務・サービスグループ 

ヘルスケア産業課 医療・福祉機器産業室 

 室長補佐 宮本 哲哉 氏 

講演Ⅲ 福祉用具開発最前線 

―良質な情報で、「新しい日常」も意識した機器開発を― 

特定非営利活動法人 NPO 福祉用具ネット 

副理事長兼ものづくり支援センター長 坂田 栄二 氏 

 

●東九州メディカルバレー構想推進大会（後掲） 

   東九州メディカルバレー構想推進大会の開催に併せて、講演・セミナー等

を実施した。 

 

●医療関連機器ニーズ発表会 

ニーズ発表会の中で医療従事者の発案による機器開発を紹介するための

セミナーを開催した。 

   日 時：令和２年１２月１３日（日）１０：００～１１：５０ 

   場 所：オンライン会場 及び アステム大分本社４階大会議室 

   参加者：１００名（オンライン５８名、現地会場４２名） 

   概 要： 

    講演 臨床現場での閃きから開発へ、アイディアを商品に 

    講師 大幸医工学研究所 新里 高広 氏（医師） 
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●介護・福祉関連機器ニーズ発表会 

介護・福祉関連機器ニーズ発表会の中で、介護福祉従事者の発案による機器

開発を紹介するためのセミナーを開催した。 

  日 時：令和３年３月２５日（木）１５：００～１７：００ 

  場 所：オンライン会場 

  参加者： ３６名 

  概 要： 

   講演 福祉機器製作の経験から－就労施設での取り組み－ 

   講師 社会福祉法人太陽の家 健康サポートセンターたいよう 

  アドバイザー 小田 博道 氏 

 

（２）東九州メディカルバレー構想推進大会 

     東九州メディカルバレー構想の具体化を図ることにより、産業の集積と地 

域の活性化を一層推進するため、大分大学及び東九州メディカルバレー構想

推進会議と共催で、構想策定１０周年の推進大会を開催した。 

 

●東九州メディカルバレー構想１０周年記念推進大会 

〔１日目〕 

  日 時：令和２年１０月２３日（金）１５：３０～１７：３０ 

  場 所：ホテル日航大分オアシスタワー５階 孔雀の間 

  参加者：１８５名 

  概 要： 

   基調講演 医療・介護を支える新産業「サイバニクス産業」始動 

    ～ダイバーシティで加速するメディカルバレー構想と大分県への期待を込めて～ 

講師  CYBERDYNE(株) 代表取締役社長/CEO 

筑波大学 システム情報系 教授   山海 嘉之 氏 

〔２日目〕 

  日 時：令和２年１０月２４日（土）１０：００～１２：００ 

  場 所：ホテル日航大分オアシスタワー５階 孔雀の間 

  参加者：８７名 

  概 要：記念セミナー・特別対談 

   テーマ「サイバニクスで拓く医療イノベーションの未来」 

    登壇者  山海 嘉之 氏 

福岡大学医学部脳神経外科主任教授 井上 亨 氏 

大分県副知事 黒田 秀郎 氏 

 

〔１日目・２日目共通〕 

  記念企画 医療・介護を支える新産業「サイバニクス産業」 

       「感染症対策関連機器等 見本市」 

会期：令和２年１０月２３日（金）～２４日（土） 

1 日目：13：00～18：30 2 日目：10：00～15：00 

   場所：いいちこ総合文化センター iichiko アトリウムプラザ 
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３ 医療・福祉機器等機器開発ワーキング 

 （１）ニーズ探索会 

      会員企業による新規の機器開発案件を探すため、大分大学や医療・看護・ 

介護・福祉の関係団体等と連携してニーズ探索会を実施した。また、ニーズ

提供のあった施設と連携し、オンラインによる現場紹介を実施した。 

 

●大分大学医療機器ニーズ探索交流会 

開催日：令和２年１１月１９日（木）１５：００～１７：００ 

          １１月２０日（金）１５：００～１７：００ 

場 所：オンライン会場 

参加者：１日目６０名 ２日目５２名 

概 要： 

テーマ   内視鏡 

対象診療科 呼吸器内科、呼吸器外科、消化器内科、消化器外科 

開催内容  臨床現場のビデオ上映、ニーズ発表 

 

●医療関連機器ニーズ発表会 

開催日：令和２年１２月１３日（日）１０：００～１１：５０ 

   場 所：オンライン会場 及び アステム大分本社４階大会議室 

   参加者：１００名（オンライン５８名、現地会場４２名） 

概 要： 

県内の臨床工学技士から応募のあったニーズを発表 

 

●介護・福祉関連機器ニーズ発表会 

   開催日：令和３年３月２５日（木）１５：００～１７：００ 

   場 所：オンライン会場 

   参加者：３６名 

   概 要： 

県内の介護・福祉の現場で働く方から応募のあったニーズを発表 

    動画や画像による介護・福祉現場の紹介 
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 （２）医療関連機器開発ビジネスマッチング会 

      九州ヘルスケア産業推進協議会、福岡県、熊本県、宮崎県の関係機関との 

連携の下、医療機器メーカーへの部品供給やＯＥＭ受注に向けて、医療機器

メーカー等と県内ものづくり企業とのマッチング会を開催した。また、コー

ディネーターによるマッチング後のフォローアップも実施した。 

 

●医療関連機器開発ビジネスマッチング会 

開催日：令和２年１１月２４日（火）～２７日（金） 

場 所：オンライン会場 

参加企業：大分県８社 

概 要：合計１７件の個別面談を実施 

 

●熊本・大分・宮崎 医療機器メーカーへのオンライン展示・商談会 

開催日：令和２年１１月３０日（月）～令和３年１月２０日（水） 

場 所：オンライン会場 

参加企業：５社 

概 要：合計１７件の個別面談を実施 

 

 （３）医療関連機器等事業化支援プラットフォーム  

社会福祉法人大翔会、農業共済別府リハビリテーションセンター、プラト

ー大分リハビリデイサービスぷらす南大分の協力のもと、開発ニーズと会員

企業とのマッチング率を向上させるため、ニーズを元に機器開発等を行うワ

ーキンググループの活動を支援するとともに、試作品開発に要する経費に対

し助成を行った。 

 

 （４）医療機器開発人材育成支援事業 

      県内での医療機器開発を促進するため、医療機器の研究開発や事業化、法 

規制等に関する研修会の開催や運営を支援した。 

 

●大分大学医療機器開発ビジネススクール 

   大分大学の事業へ協力し、医療機器開発の専門家による講演を開催した。 

  日 時：令和２年１０月２９日（木）１０：００～１６：５０ 

  場 所：オンライン会場 

  参加者：１３９名 

  概 要： 

講演 1：総論：ビジネス規制・保険収載 

合同会社コンピエーレ 代表取締役社長 麻坂 美智子 氏 

講演 2：出口戦略・製品コンセプト 

株式会社メディカルラボパートナーズ 代表取締役 清水 美雪 氏 

講演 3：知的財産 

日本医療研究開発機構(AMED) 実用化推進部 実用化推進・知的財産支援

課 知的財産コンサルタント 富畑 賢司 氏 
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講演 4：薬機法 

オフィス長谷川合同会社 代表 長谷川 友紀 氏 

講演 5：QMS 省令等 

オフィス長谷川合同会社 代表 長谷川 友紀 氏 

講演 6：治験・臨床研究法 

日本医科大学 医療管理学 特任教授 

(研究統括センター 副センター長) 松山 琴音 氏 

 

    ※各講演内容については、大分大学医学部附属臨床医工学センターのセン

スネット○R で録画の視聴も可能。 

 

４ 研究開発補助事業 

（１） 医工連携医療関連機器等研究開発推進補助事業 

大学、医療機関及び県外企業等と連携した、会員企業が行う新たな医療関  

連機器等の研究開発に要する経費に対し助成を行った。 

 

（２）新型コロナウイルス感染症対策医療関連機器等開発事業 

      新型コロナウイルス感染症対策に取り組む医療機関の現場ニーズに基づい 

て、会員企業が取り組む医療関連機器等の開発に要する経費に対し助成を行

った。 

 企業名 テーマ 

１ ケイ・デザイン フェイスシールドの量産化試作 

２ シェルエレクトロニクス（株） 医療・介護施設向けフェイスシールドの製品化開発 

 

３ 協和包材（株） 製袋機を活用した防護服の開発 

４ トクソー技研（株） 簡易陰圧装置の研究開発 

５ キューメイ研究所 新型コロナウイルス感染症の迅速簡便抗原検査お

よび抗体検査キットの開発 

 

（３）医療機器認証等取得等支援補助事業 

     会員企業が開発した医療機器について、届出に必要な試験に係る経費に対し 

  助成を行った。 

 企業名 テーマ 

１ （株）スカイテクノロジー ME 機器のアラーム音検出機の開発・改善 

２ （株）トライテック 事業化へ向けた、ハイブリッド型硬性内視鏡用洗浄カ

バーの開発 

３ （株）オーイーシー 皮膚科の医療支援を目指す 専用 AI プログラムを組み

込んだ皮膚の炎症診断支援ソフトウェアの研究開発 

 企業名 概要 

１ トクソー技研（株） 一般医療機器クラスⅠ（一般的名称：気管内チューブカフインフレ

ータ）の届出に係る電気的安全試験等の実施 
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（４）新型コロナウイルス感染症対応医工連携医療関連機器等研究開発推進事業 

    新型コロナウイルス感染症対策、「新たな日常」への対応を支援する機器 

開発を促進するため、会員企業が新たな医療関連機器やソフトウェア等の研 

究開発に要する経費に対する助成を決定した（令和３年度中に完了予定）。 

 企業名 テーマ 

１ （株）エイビス ベッドからの転落、転倒予測アラーム発生時に自動で

声掛けをする装置の開発 

２ （株）医療ＩＴ研究所 介護現場における感染症対策を考え非接触で業務量を

減らし介護負担軽減を目指す!! 「見守り・ナースコー

ル・バイタル・記録を連携、排泄予測検知」による「安

心介護記録システム」の開発 

３ （株）ナノプラネット

研究所 

光マイクロバブル水を用いた歯周細菌等の微少時間に

おける不活化装置の開発 

４ （株）オーイーシー 医療機関の働き方改革を実現する医療機関向け勤怠管

理システムの研究開発 

 

５ 専門家派遣事業 

 （１）大分県医療関連機器開発アドバイザー派遣 

       機器開発から販路開拓までの各分野の専門家をアドバイザーとして委嘱

し、会員企業の参入ステージに応じたアドバイザーを派遣し、医療関連機

器産業への参入に向けたハンズオン支援を行った。 

   【アドバイザー】 

○吉田 安幸 氏（元 旭化成株式会社 専務取締役） 

○池田 喜一 氏（元 独立行政法人産業技術総合研究所 産学官連携推

進部門コーディネーター） 

○佐藤 浩二 氏（元 社会医療法人敬和会 法人統括リハビリテーショ

ン管理部長） 

 

●大分県医療機器開発アドバイザー吉田安幸氏との意見交換会 

    東九州メディカルバレー構想１０周年記念推進大会イベントとして、吉田

アドバイザーとの意見交換や個別相談を実施した。 

   開催日：令和２年１０月２３日（金）～２４日（土） 

  場 所：ホテル日航大分オアシスタワー 等 

  概 要： 

   医療関連分野への参入を目指す企業との意見交換（１０名参加） 

   医療関連機器開発等の個別相談（６社・団体） 
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 （２）専門家派遣 

       医薬品医療機器等法に係る専門家（コンサルタント）を派遣又は相談会

を開催し、薬事に関する法規制等への対応を支援した。 

【派遣した専門家】 

①ＣＥ野口企画 野口代表とチーム大分との人工呼吸器開発に関する意見

交換会 

       ＣＥ野口企画 野口 裕幸 氏 

②医療関連機器における安全評価基準等の相談 

       九州ヘルスケア産業推進協議会  

プロジェクトマネージャー 舩津 和幸  氏 

 

６ 販路開拓・拡大事業 

 （１）おおいた産医療関連機器導入推進補助事業 

      会員企業が開発・製造する医療関連機器の医療・福祉現場への導入を促進 

するため、県内医療・福祉機関が新たに機器を導入する経費等に対し助成を 

行った。 

  登録機器：９２機種 （令和元年度 ４３機種） 

  申請件数：２７件  （令和元年度 ２６施設） 

 

（２）展示・商談会等 

     東九州メディカルバレー構想の情報発信、会員企業が開発した医療関連機 

器の販路開拓、会員企業と製造販売企業とのマッチングのため、宮崎県・Ｈ 

ＡＭＩＱ等と連携し、オンラインも含めた展示会・商談会等に参加した。 

 

●国際福祉機器展 H.C.R.2020 

    新型コロナウイルス感染症の影響により中止となり、代替企画として開催

された「福祉機器 web」（Ｈ．Ｃ．Ｒ.Ｗｅｂサイト内）での出展社・製品情

報の掲載を行った。 

    開催日：令和２年１０月２１日（水）～令和３年３月３１日（水） 

    場 所：オンライン会場 

出展企業：６社 

（株）ブライテック、エアロシールド（株）、（株）ＡＫシステム、 

シェルエレクトロニクス（株）、ケイ・デザイン、（有）大分サーバー 

 

●大分県病院学会 

   開催日：令和２年１２月１日（火） 

   場 所：オンライン会場 

出展企業：３社 

（株）ＡＫシステム、シェルエレクトロニクス（株）、 

ヘルメット潜水（株） 
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●熊本・大分・宮崎 医療機器メーカーへのオンライン展示・商談会 

開催日：令和２年１１月３０日（月）～令和３年１月２０日（水） 

場 所：オンライン会場 

出展企業：５社 

（株）ＡＫシステム、（株）佐々木精工、（株）ケイ・エス・ケイ 

シェルエレクトロニクス（株）、ヘルメット潜水（株） 

 

●医療と介護の総合展 大阪（メディカルジャパン大阪） 

   開催日：令和３年２月２４日（水）～２６日（金） 

   場 所：インテックス大阪 

   出展企業：６社 

    ケイ・デザイン、ヘルメット潜水（株）、（株）ＡＫシステム 

    シェルエレクトロニクス（株）、トクソー技研（株）、 

（株）ウエキコーポレーション 

                                

（３）販路開拓支援事業 

      会員企業が開発した新機器等の販路開拓のため、展示会等への出展料等に 

対し助成の公募を行ったが、申請は無かった。 

 

 （４）おおいた産感染症対策機器・医療関連機器等情報発信事業 

      東九州メディカルバレー構想の取組による社会貢献を実現するため、会員 

企業が開発した新型コロナウイルス感染症対策機器、医療関連機器につい 

て、見本市の開催や WEB による情報発信を行った。 

●新型コロナウイルス感染症対策関連機器 見本市 

  開催日：（第１回）令和２年７月１０日（金） 

      （第２回）令和２年１０月２３日（金）～２４日（土） 

      （第３回）令和３年２月５日（金） 

  場 所：（第１回、第３回）レンブラントホテル大分 二豊の間 

     （第２回）いいちこ総合文化センター iichiko アトリウムプラザ 

  出展企業：第１回１５社、第２回１５社、第３回１６社 

 

また、開発機器の販路開拓や改良に向けて、医療従事者と会員企業との連

携交流のための展示・交流スペース「メディバレーおおいた」の設置に着手

した。 
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 （５）おおいた産製品海外展開支援事業 

     東九州メディカルバレー構想で掲げるアジアへの貢献、会員企業が開発し 

た機器等の販路開拓のため、タイを中心に ASEAN 諸国への販路開拓へ向けた 

支援プラットフォームを設置し、タイ（バンコク都及びサムサコン県周辺地 

域）での情報収集、病院・施設等のニーズ調査、おおいた産製品のＰＲを実 

施した。 

 

７ コーディネーターの配置 

 （１）コーディネーター配置 

会員企業の医療関連機器産業への新規参入をワンストップで支援する体

制を強化するため、会員企業による機器開発から販路開拓まで伴走し、フォ

ローするコーディネータ（１名）を雇用した。 

 

その他  

○大分大学医学部附属臨床医工学センターが実施する「次世代医療機器連携拠点

整備等事業」のニーズ探索交流会やビジネススクール、医療ロボットダイバー

シティ・HAL 研究会が開催する「医療ロボットダイバーシティ・HAL 研究大会」

など、関係団体が実施する事業への連携を行った。 

 

○近隣県の団体と連携を図るため、「東九州メディカルバレー構想推進大会」（記

念企画含む）は宮崎県と、「医療関連機器ビジネスマッチング会」は宮崎県及

び福岡県の団体と、「熊本・大分・宮崎 医療機器メーカーへのオンライン展示

・商談会」においては熊本県及び宮崎県の団体と連携して実施した。 

また、福岡県（ふくおか医療福祉関連機器開発・実証ネットワーク）が開催

する「令和 2 年度 医工連携フォーラム・ビジネスマッチング会 in 飯塚」の開

催について、マッチング面談の支援を行った。 
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